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島根県の犬・猫データ【28年度版】 

健康福祉部薬事衛生課 

 

１．犬の登録、狂犬病予防注射実施頭数 

 平成 28 年度末の県内の犬の登録頭数は、34,432 頭（前年度 35,650 頭）であり、これに対する狂犬病

予防注射実施頭数は、26,392 頭（前年度 27,324 頭）で、注射の実施率は 76％となっています。犬の登

録頭数、注射実施頭数および注射実施率はすべて減少しました。 
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２．犬猫収容・引取り・処分の状況 

（１）犬の収容（捕獲） 

平成 28 年度に県内の各保健所に収容(捕獲)した犬は、125頭で前年度(185頭)から減少しています。 

収容された犬で所有者明示がされていた犬は 6頭で、収容犬の約 5％であり、前年度(約 2％)より増加

しています。しかしながら、犬への鑑札・注射済票の装着は法的に義務付けられているにもかかわらず、

大半がなされていない状況でした。 

 

（２）犬・猫の引取り 

  平成 28年度に県内の各保健所で引き取った犬・猫は 780頭（犬 181頭・猫 599匹）でした。前年度

と比べると、犬(前年度 165 頭)は増加し、猫（前年度 782 匹)は減少しました。また、犬の引取り 181

頭のうち、飼い主からの引取りは 65頭、所有者不明の犬の引取りは 116頭であり、飼い主からの引取

りが全体の約３分の１を占めています。一方、猫の引取り599匹のうち、飼い主からの引取りが186 匹、

所有者不明の猫の引取りは 413匹であり、所有者不明の猫の引取りが全体の約７割を占めています。 

  平成 20 年に策定した「島根県動物愛護推進計画」について、平成 26 年 3 月に改定を行い、犬・猫

の引取り数の目標を平成 30 年度までに 1,250 頭以下、平成 35 年度までに 625 頭以下としました。新

たな目標へ向けて、さらなる引取り数の減少に努めます。 

 １年間の状況をみると、犬に対して猫の引取り数が多く、その約 8 割が上半期に引取られているこ

とがわかります。また、この時期は繁殖期にあたり、成猫に対して子猫の割合が高くなっています。

引き取りを求める理由では「産まれたが飼育できない」が最も多く、繁殖を求めない飼い主に対して、

避妊・去勢手術をする、猫は室内で飼うことを、周知していく必要があります。 
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また、犬・猫ともに、最期まで責任を持って飼う、また最期まで自分で飼えないのであれば新しい

飼い主を探す努力をする、といった飼い主の責務や適正な飼育について、犬のしつけ方教室や動物愛

護教室、動物愛護週間における事業を通じて、普及啓発を進めます。 
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  成犬 子犬 成猫 子猫 

飼い主から 58 7 92 94 

飼い主不明 107 9 15 398 

計 165 16 107 492 

犬猫別合計  181 599 
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犬猫の引取り数（半期ごと） 

  成犬 子犬 合計 成猫 子猫 合計 

上期 77 11 88 44 427 471 

下期 88 5 93 63 65 128 
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（３）犬・猫の返還・譲渡・処分 

平成 28 年度は、県内の各保健所に収容(捕獲)した犬のうち 37 頭を飼い主に返還し、67 頭を新しい

飼い主に譲渡することができましたが、29頭は殺処分となりました。 

また、保健所に引取った犬、猫のうち、犬 89 頭、猫 3 匹を飼い主に返還し、犬 47 頭、猫 231 匹を

新しい飼い主に譲渡することができましたが、犬 45頭、猫 361匹は殺処分となりました。 

その他、保健所に収容した負傷動物 74 頭（犬 5 頭・猫 69 匹）のうち、犬 4 頭、猫 4 匹を飼い主に

返還し、猫 15匹を新しい飼い主に譲渡しました。 
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  捕獲犬 
飼い主からの

引取り犬 

飼い主不明の 

引取り犬 

飼い主からの 

引取り猫 

飼い主不明の

引取り猫 
負傷動物 

殺処分  29  36 9 145  216  52 

新しい飼い主へ

の譲渡 
67 16 31 38 193 15 

飼い主への返還 37 13 76 0 3 8 

 

平成 28 年度に保健所に収容した犬の返還率は 42％（前年度 43％）、猫の返還率は 1％に満たない状

況でした。犬については、前述したとおり、収容した犬のわずか 5％しか所有者明示をしていない状況

でした。所有者明示については、平成 23年度から、狂犬病予防注射会場において、注射済票及び名札

の装着ボランティアを行っており、今後もこのような事業を通じて、所有者明示の促進に努めていき

ます。 

また、猫についても、迷い猫の保護依頼や、失踪照会が多数寄せられていることから、犬だけでな

く、猫に対しても所有者明示を行うことが大切だということがわかります。 

譲渡については、犬の譲渡数は 124 頭で譲渡率 40％（前年度 124 頭：譲渡率 40％)、猫の譲渡数は

260匹で譲渡率 39％（前年度 286匹：譲渡率 34％)でした。犬の譲渡率は前年並みだったものの、猫の

譲渡率は昨年度より上昇しています。今後も動物愛護団体等との連携を図りながら、少しでも多くの

動物の命が救われる機会を提供していきます。さらに、譲渡された後の動物が、最期まで適正に飼育

されるよう、引き続き追跡調査を行うなど、管理の徹底を図っていきます。 
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  H24 H25 H26 H27 H28 

犬の返還数 172 160 148 152 130 

犬の譲渡数 233 174 166 101 124 

犬の殺処分数 409 229 182 105 75 

犬の収容数 810 571 496 352 311 

 

 

  H24 H25 H26 H27 H28 

猫の返還数 2 4 6 4 7 

猫の譲渡数 129 163 233 286 260 

猫の殺処分数 1,712 1,345 1,092 557 412 

猫の収容数 1,838 1,511 1,333 848 668 
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３．その他 

（１）犬による咬傷被害の状況 

 犬による咬傷被害件数は、平成 28 年度は 18 件で、飼い主不明の犬が１頭、それ以外はすべて飼い

犬でした。被害件数は、平成 19 年度から 30 件程度に減少してきていますが、犬の放し飼いに対する

苦情は決して少なくはありません（平成 28年度中 44件）。 

 犬を飼育する際には必ず係留すること、散歩の際にはリード等により制御できるようにしておくこ

とは、条例で定められています。マナーを守って、適正に動物を飼うことを飼い主に啓発していく必

要があります。 
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（２）動物に関する苦情・相談等の状況 

 保健所に寄せられた動物に関する苦情のうち、犬については、野犬に関するものが最も多く、全体

の４分の１を占めており、平成 28年度は 44件（前年度 59件）でした。続いて、放し飼いに関する苦

情が 38件となっています。猫については、餌やりに関するものが最多で、50件あり、続いて糞尿に関

するものが 49件でした。その他、家屋侵入、放し飼い、臭気、鳴き声、畑・庭荒らしといった苦情が

寄せられました。 

 猫については、近隣への迷惑を防ぎ、繁殖制限を行う上でも屋内で飼うことの徹底や無責任な餌や

りの制限を進めていく必要があります。 

また、「迷い犬・猫の保護依頼」、「飼い犬・飼い猫の失踪照会」も多く保健所に寄せられています。

所有者明示をする、放し飼いをしないといった、飼い主としての自覚を促したり、県のホームページ

や新聞への掲載によって、飼い主のわからない犬や猫に関する情報提供などを引き続き実施していく

ことが大切です。 
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（３）地域猫活動の状況 

 平成 23年度末、出雲保健所敷地内に動物愛護棟（処置室や検診室などを兼ね備えた施設）を設置し

ました。この施設を活用し、平成 24年度から地域猫活動のひとつとして、ＴＮＲ（Trap-Neuter-Return）

事業を実施しています。この事業は、猫と共生しながら処分される命を減らす取組みとして、モデル

地区を設け、猫の保護、不妊措置を行い、保護した場所に戻すというものです。 

 平成 28年度末現在、地区を 10地区選定してＴＮＲを実施しています。 

 

４．まとめ 

飼い主として、マナーを守り、周辺環境にも配慮しながら、最後まできちんと飼うことが大切です。

それは、動物が飼い主だけでなく、周りの人からも愛されることにつながります。 

人と動物がともに暮らしやすい社会を目指し、県民の皆様と一緒に取り組んでいきます。 
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【参 考】 

平成２８年度に実施した動物愛護関係の主な事業 

① 犬のしつけ方教室開催状況 
   

期    日 場    所 参加者数 

１０月 １日（土） いきいきプラザ島根（松江市） ４６名 

１０月１５日（土） かなぎウエスタンライディングパーク（浜田市） １８名 

１０月３０日（日） 安来市中央交流センター及び安来市役所（安来市） １３名 

※公益社団法人島根県獣医師会へ実施委託 
 

② 動物愛護週間行事開催状況 
    

期    日 場    所 内    容 主  催 

９月２日（金） 
～１０月５日（水） 

島根県立図書館 
パネル展示 

薬事衛生課 

（松江市）   

９月２０日（火）～２６日（月） 
ゆめタウン益田 パネル展示 

動物愛護ビデオの放映 

益田保健所 

（益田市）   

９月２２日（木・祝） 
出雲保健所動物愛護棟 模擬避難所体験、動物愛護

啓発展、猫のふれあいルー
ムなど 

出雲保健所 

（出雲市）   

１０月１日（土） 

いきいきプラザ島根 盲導犬によるふれあいコー
ナー、しつけ相談、獣医師
による犬猫健康相談、しま
ねっこショーなど 

松江保健所 

（松江市）   

１０月５日（水）～１８日（火） 
隠岐合同庁舎、島前集合庁舎 情報発信コーナー、犬のし

つけ方教室、動物お絵かき
展覧会 

隠岐保健所 

（隠岐の島町、西ノ島町）   

１０月１５日（土） 

かなぎウエスタンライディン
グパーク 

動物愛護週間事業かがやく
「いのち」、パネル・写真
展、犬のしつけ方教室 

浜田保健所 

（浜田市）   

③ 家庭で飼育中の動物譲渡情報提供サービス事業 

  譲渡申込者数 譲受申込者数 譲渡成立頭数 

犬 ５件 ２８件 ６頭 

猫 ９件 ７件 ２頭 

  
主催：出雲保健所 

④ 動物愛護教室 
   

  

期  日 場  所 主  催 

平成２８年１０月１３日（木） 出雲市立灘分小学校 出雲保健所 

平成２８年１０月２０日（木） 出雲市立今市小学校 出雲保健所 

平成２８年１０月２６日（水） 松江市立恵曇小学校 松江保健所 

平成２８年１１月１４日（月） 出雲市教育支援センターコスモス教室 出雲保健所 

平成２８年１１月２２日（火） 浜田市立雲雀丘小学校 浜田保健所 

平成２８年１１月２９日（火） 松江市立持田小学校 松江保健所 

平成２８年１２月２０日（火） 出雲市立大社小学校 出雲保健所 

平成２９年 １月２４日（火） 浜田市立周布小学校 浜田保健所 

 


